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PowerEdge R720 は、前世代のサーバから多くの進化を遂げました。その主な強化点を表 1 にまと
めます。 

 

表 1. 第 11 世代の PowerEdge を凌ぐ、第 12 世代 PowerEdge サーバのメリット  

第 12 世代 PowerEdge R720  前世代を凌ぐメリット  

新しいインテル®  Xeon®  プロセッサー  
E5-2600 ファミリ  

演算結果をより迅速かつ効率的に提供  

ライフサイクルコントローラ搭載の iDRAC7  

エージェントフリーのモニタリング 

交換部品の⾃動アップデート 

アップタイムの⼤幅向上  

たとえサーバがオフラインになっても監視可能 

メンテナンス時間の短縮  

ネットワークドーターカード (NDC) と 
セレクトネットワークアダプタ (SNA)  

お客様のニーズに合わせた柔軟な 
ネットワークファブリック  

スイッチ⾮依存パーティショニング (NPAR)  

1 ベンダーに縛られない豊富な選択肢 
 

投資の保護： 必要に応じてアップグレード可能 
 

VM 間で柔軟にリソースを割り当てることが可能  

正⾯から搭載できるホットスワップ対応の 
PCIe SSD ドライブ  

データを貴重な情報に素早く転換。 
旧来の SSD より性能が最⼤ 3 倍向上1

  

PowerEdge RAID コントローラ (PERC) 

H710P/H810 は業界随⼀の IOPS を達成  

スプリットミラー  

 

旧世代の PERC から性能強化  

ドライブの迅速な交換 

適性サイズの PSU  ⾼エネルギー効率でコストを節約  

電⼒モニタリング  
(オプションのキャッピング)  

冷却コストを抑えた運⽤  

R720 内蔵 GPU  
仮想デスクトップインフラストラクチャ (VDI)/ 
ハイパフォーマンスコンピューティング (HPC) の
性能向上  

メモリ  

⾼密度メモリ： より柔軟な構成と  
RAS 機能のサポート 

万全の仮想化対応  

容易な注⽂/構成 

 

 

 

  

                                                 
1 出典： SNIA 発⾏『PCIe SSD Storage』 (作成： Dell Inc. Gary Kotzur)  
snia.org/sites/default/education/tutorials/2011/fall/SolidState/GaryKotzur_PCIe_SSD_Storage.pdf   
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以降のセクションでは、本サーバの主なコンポーネントとその機能について説明します。 

プロセッサー  

Dell PowerEdge R720 は、Sandy Bridge-EP アーキテクチャを採⽤した最新のインテル® Xeon® プロ
セッサー E5-2600 ファミリを搭載しています。このプロセッサーには多彩な機能が備わっており、
たとえば、ソケット内通信に広バンド幅を提供する QuickPath インターコネクト (QPI) リンクはその
⼀例です。プロセッサーあたり最⼤ 8 コアをサポートし、各コアは最⼤ 2 個のスレッドに対応でき
るので、プロセッサーあたり最⼤ 16 ものスレッドが稼働できます (ハイパースレッディング使⽤時)。
本プロセッサーは、すべてのコア間で共有される、最⼤ 20MB の LLC (Last Level Cache、最終レベ
ルキャッシュ) をサポートします (コアあたり最⼤ 2.5MB)。 

メモリ  

Dell PowerEdge R720 は、ECC 対応の DDR3 DIMM ― バッファ無し DIMM (UDIMM ECC)、レジス
タ付き DIMM (RDIMM)、負荷低減 DIMM (LRDIMM) ― をサポートします。対応する DIMM ランクは、
シングル、デュアル、クアッドランクです。電圧は 2 種類をサポートし、標準の DIMM 電圧 (1.5V) 
では最⾼ 1600 MHz、また、低電圧 (1.35 V) では最⾼ 1333MHz のスピードに対応します。CPU あ
たり最⼤ 12 枚の DIMM が搭載可能なため、2 ソケット構成では最⼤ 24 DIMM がインストール可能
です。R720 には CPU あたり 4つのメモリチャネルがあり、各チャネルで最⼤ 3 DIMM をサポート
します。現時点でサポートする最⼤メモリ容量は、768GB です。 

スピードは 1600、1333、1066、800 MHz をサポートしますが、実際の動作速度は DIMM の種類、
DIMM の対応能⼒、チャネルあたりの搭載 DIMM 数によって変わってきます。表 2 は、動作電圧が 
1.5V のときの搭載 DIMM 数と、サポートする動作速度を⽰した対応表です。 

 

表 2. チャネルあたりの RDIMM 数と動作速度   

チャネルあたりの 
DIMM 搭載数  動作電圧＝ 1.5V のときのメモリ動作速度 (MHz) チャネル内に搭載できる 

DIMM の最⼤ランク数  

1  1600、1333、1066 (クアッドランクは  1066、
800)  クアッドランク  

2  1600、1333、1066 (クアッドランクは 800)  クアッドランク  

3  1066、800  デュアルランク  

 

内蔵ドライブのサポートと、前⾯から搭載可能な PCIe SSD  

PowerEdge R720 R720 は、オプションのフレックスベイを使⽤しない場合、3.5 インチの SAS、
SATA、ニアライン SAS ドライブを最⼤ 8 台サポートします。また、オプションのフレックスベイ
を使⽤する場合は、2.5 インチの SAS、SATA、ニアライン SAS ドライブと、PCIe SSD ドライブを
最⼤ 16 台サポートします。この PCIe SSD ドライブのサポートにより、内蔵ストレージの IOPS  (1 
秒あたりの I/O 処理数) が⼤幅に⾼まっています。すべての第 8 世代 PERC (PowerEdge RAID コン
トローラ) は、ハードウェア RAID に対応するうえ、その他多くの RAID オプションも提供するので、
⾼信頼性のストレージ環境が構築可能です。PERC H710P と H810 コントローラは、⾼い IOPSと 
SAS/SATA ディスクのサポートを通して、優れた内蔵性能を発揮します。 
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PCIe SSD ドライブを使⽤し、業界標準データベースワークロードを実⾏したときの性能向上につい
ては、後述の「サーバ内蔵の PCIe SSD ドライブと、データベース性能上のメリット」で詳しく説明
しています。PowerEdge R720 の全機能は、Dell.com/PowerEdge をご覧ください。 

PowerEdge R720 で期待されるデータベース性能  

第 12 世代の PowerEdge サーバには、強⼒なコンポーネントが豊富に組み込まれていることから、
アプリケーション性能への期待も⾃ずと⾼まります。データベースは性能を重視するアプリケーショ
ンの 1つですが、クライアントを満⾜させるための性能要件は、アプリケーションによって千差万別
です。たとえば、OLTP (オンライントランザクション処理) アプリケーションは、より⾼い TPS (1 
秒あたりのトランザクション数) と応答性能が求められますが、OLAP (オンライン分析処理) は、よ
り⾼いデータベーススループットが求められます。PowerEdge R720 は、広いプロセッサーバンド幅、
⼤容量メモリ、⾼性能・⼤容量ストレージを提供できるため、データベースアプリケーションに理想
的です。 

デルでは、PowerEdge R720 が達成し得るデータベース性能を評価するため、標準的な SQL Server 
2008 R2 データベース構成を使⽤してテストを実施しました。本書の取り扱い範囲は OLTP ワーク
ロードのみとなっており、その他のワークロード (OLAP/DSS、Exchange 等) については触れていま
せん。 

本書の後半では、PowerEdge R720 で OLTP データベースワークロードを実⾏したときの性能向上
について詳しく説明します。 

2U サーバ性能の新旧世代⽐較  

デルは、PowerEdge R720 の性能が、前世代の PowerEdge R710 からどれくらい向上したか確認す
るため、ラボ環境で⽐較テストを実施しました。以降に、テスト⽅法、構成の詳細、⽐較結果を⽰し
ます。 

テスト⽅法  

今回の⽐較テストは、PowerEdge R710 と R720 のプロセッサー性能を評価する形で実施しました。
クライアントマシンから TPC-E 負荷をかけるワークロードのシミュレーションには、OLTP テスト
ツールを使⽤しており、PowerEdge R710 と PowerEdge R720 上で同⼀のベンチマークテストを実
⾏しています。 

テスト構成  

表 3 は、使⽤したハードウェアとソフトウェアコンポーネントをまとめたものです。PowerEdge 
R710 は、サポートし得る最⾼性能のプロセッサーと最⼤容量のメモリで構成しました。これにより、
ディスクバックエンドで深刻なボトルネックを引き起こすことなく、CPU に最⼤限の負荷をかける
ことができます。⼀⽅、PowerEdge R720 のテストに使⽤したメモリは、最⼤容量ではなく、最⼤メ
モリ速度＝1600MHz を達成するための容量を選択しました (インストールガイドラインに基づいて
容量を決定)。このため、インストールしたメモリ容量は 128GB となっており、R710 のメモリ容量
＝144GB より少なくなっています。しかし、この構成も、R710 と同様、本ワークロードからメモリ
とディスクのボトルネックが⽣じないことは確認済みです。 
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表 3. PowerEdge R710 と R720 の⽐較テストに採⽤した構成  

コンポーネント  PowerEdge R720  PowerEdge R710  

サーバ BIOS  0.3.35  6.1.0  

メモリ (RAM)  128GB  
(8 x 16GB DDR3 1600MHz DIMM) 

144GB  
(18 x 8GB DDR3 1333MHz DIMM) 
サポートする最⼤メモリ  

プロセッサー  2 x 8コア インテル® Xeon®  2690 
(Sandy Bridge) プロセッサー 
2.7GHz  
(ハイパースレッディング＝有効)  

2 x 6コア インテル® Westmere 
X5690 プロセッサー 3.47GHz  
(ハイパースレッディング＝有効)  

ホストバスアダプタ 
(HBA)  

2 x Qlogic 8Gbps QLE2562  
デュアルポート HBA  

2 x Qlogic 8Gbps QLE2562  
デュアルポート HBA  

外付ストレージ   1 x PowerVault MD3620F 
(24 x 15,000回転 SAS 6Gbps 
146GB ディスク)  

1 x PowerVault MD3620F 
(24 x 15,000回転 SAS 6Gbps 
146GB ディスク)  

オペレーティングシステム  Microsoft Windows 2008 R2 SP1  Microsoft Windows 2008 R2 SP1  

データベース  Microsoft SQL Server 2008 R2 
SP1  

Microsoft SQL Server 2008 R2 
SP1  

データベースサイズ  500GB  500GB  

データベース復旧モデル  完全 (Full)  完全 (Full)  

テストワークロード  TPC-E ベンチマーク (OLTP)  TPC-E ベンチマーク (OLTP)  

 

サイズ 500GB のテストデータベースは、外付ストレージ内に構成しました。2 個のデータファイル
から成るデータベースは、2 つの論理ドライブ (それぞれ 10 ディスクで RAID 10 を構成した、合計 
2 個の LUN) 上に構成し、さらに、1 つのログファイルを、別の RAID 1 LUN 上に配置しました。ま
た、⼀時データベース (tempdb) ファイルも 2 個のデータ LUN 上に分散させています。 

テストワークロードに TPC-E を選択したのは、CPU 集中型のトランザクションが⽣成されるからで
す。 

注： TPC-E は TPC-C と⼤きく異なり、より I/O と CPU に負荷のかかるワークロードとなります。
したがって、TPC-E と TPC-C ワークロードの性能テスト結果を⽐較すべきではありません。 
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サーバ内蔵の PCIe SSD ドライブと、データベース性能上の 

メリット  
SSD (Solid State Disk、ソリッドステートディスク) ドライブとは、機械式の媒体を使⽤する従来の
ハードディスクとは異なり、NAND フラッシュメモリチップを使ってデータを保存するストレージで
す。SSD は可動部品を⼀切使っていないため、ディスクアクセス時のレイテンシが極めて低くなり
ます。これまで SSD と⾔えば、機械式ドライブ⽤に設計されたインタフェースを共⽤していました
が、最近になって、PCIe インタフェースを使⽤する新しい SSD2 3 が登場しました。この種の製品
は、専⽤ドライバを使⽤して⾼速 PCIe インタフェース上で通信し、複数のメモリチャネルと接続で
きるため、従来の最速ストレージアレイをも凌ぐ低レイテンシアクセスが達成できます。PCIe SSD 
は、極めて低いレイテンシを必要とするデータベースアプリケーションや、⼤量の乱読み取り/書き
込み (ランダムリード/ライト) 処理が発⽣するデータベースアプリケーションに多⼤なメリットをも
たらします。 

PowerEdge R720 は、優れたストレージスループットを確実にお届けするため、SAS/SATA ニアラ
イン SSD に加え、⾼性能な PCIe SSD ドライブもサポートしており、最⼤ 4 個の PCIe SSD ドライ
ブを前⾯のドライブベイから搭載できます。正⾯からアクセスできるこの PCIe SSD ドライブは、よ
り柔軟 (ホットプラグ対応) なうえ、市場に出ている他社製 PCIe SSD より低コストです。 

SQLIO でテストしたところ、4 x 350GB PCIe カードは、8K の乱読み取りで 600,000 以上の IOPS 
を、また、8K の乱書き込みで 400,000 以上の IOPS を達成しました。 

また、I/O 集中型のデータベースワークロードで PCIe SSD ドライブを使⽤したときの性能を評価す
る、⼀連のテストも実施しています。このテストでは、前回⾏った R710 との⽐較テストよりさらに
メモリ量を減らしており、SQL Server のターゲットメモリを 8GB に制限しています。これは、デー
タベースバッファリングを抑えることで、より多くの I/O がディスクバックエンド側で実⾏されるよ
うにするためです。 

現時点で PCIe SSD は、ソフトウェア RAID のみサポートします。しかし、PCIe SSD カードでソフ
トウェア RAID を使⽤すると、ドライブへの過剰な負荷により性能低下が⾒られることから、デルで
はお勧めしていません。この件の詳細は、「付録 A」をご覧ください。したがって⾼可⽤性を達成す
るには、システムでデータベースミラーリングを構成するなど、アプリケーション側で実施できる⾼
可⽤性ソリューションをお勧めします。 

以降では、各種のデータベース構造を PCIe SSD 階層上に配置したときの性能評価について説明しま
す。 

 

 

  

                                                 
2  http://searchsolidstatestorage.techtarget.com/tip/Is-PCIe-SSD-right-for-you-Deploying-PCI-Express-SSD-
devices 

3 http://searchstorage.techtarget.co.uk/feature/PCIe-SSD-What-it-is-and-how-you-can-use-it 
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テスト構成  

表 5 に、PCIe SSD 性能テストで使⽤したシステム構成をまとめます。 

 

表 5. PowerEdge R720 と PCIe SSD の詳細なテスト構成  

コンポーネント  PowerEdge R720 の詳細  

サーバ BIOS  0.3.35  

メモリ (RAM)  16GB、1600MHz (2 x 8GB DDR3 DIMM)  
[ディスク側で I/O を処理させるため、SQL メモリは 8GB に制限]  

プロセッサー  2 x 8コア インテル® Xeon® 2690 プロセッサー 2.7GHz  
(ハイパースレッディング＝有効)  

ホストバスアダプタ (HBA)  2 x Qlogic 8Gbps QLE2562 デュアルポート HBA  

外付ストレージ   1 x PowerVault MD3620F 
(24 x 15,000回転 SAS 6Gbps 146GB ディスク)  

内蔵 PCIe SSD  4 x 350GB Micron Real SSD ドライブ、 
ファームウェア： B1390008、ドライバ： 6.24.0.8  

オペレーティングシステム  Microsoft Windows 2008 R2 SP1  

データベース  Microsoft SQL Server 2008 R2 SP1  

データベースサイズ  500GB  

データベース復旧モデル  完全 (Full)  

テストワークロード  TPC-E ベンチマーク (OLTP)  

 

PCIe SSD ドライブから最⼤の性能を引き出すには、アプリケーションと I/O の動作傾向を完全に把
握する必要があります。したがって、PCIe SSD ストレージに配置するコンポーネントを検討する際
は、ワークロードテストを注意深く⾏ってください。本書の調査では、以降に⽰すデータベースコン
ポーネントを PCIe SSD 層に配置したとき、どれくらい性能が向上するのかテストしました。TPC-E 
データベースワークロードは前回と同じものを使⽤し、その結果を 15,000 回転の SAS バックエン
ド構成 (24 ディスクで構成した MD3620F) と⽐較しています。 

PCIe SSD ドライブにユーザデータベースファイルを配置した場合  

ユーザデータベースのデータファイルは、SSD 層での運⽤候補の 1つです。⼩さなデータベースで
あれば、PCIe SSDs 内にデータベース全体をそっくりそのまま収めることをお勧めします。⼀⽅、
⼤規模なデータベースの場合は、データベース内で最も I/O が集中するコンポーネントを特定し、そ
れを SSD 上に配置すれば、⾼いアプリケーション性能が達成できます。SSD に格納するコンポーネ
ントを決める際は、クエリーの動作傾向も重要な判断材料となります。 
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